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付付録録１１  エエネネルルギギーー学学習習ププロロググララムム  
 

【概要】 矢巾東小学校は、平成１６年に岩手県ではじめてのエネルギー

環境教育実践校＊に採択され、生活、社会、理科、家庭、総合的な学習の

時間を中心にしたエネルギー環境の体験的な学習をとおして、『主体的に

学ぶ児童の育成』を実践してきました。ここでは、矢巾東小学校の活動

を中心にエネルギー環境学習例を紹介します。 

 

 

 

１．エネルギー環境学習を始めるにあたって 

 
エネルギー環境学習について、矢巾東小学校ではまず以下の項目について考えました。 

① エネルギー環境教育とは

なにか？ 

② 研究する意義はどのよう

なものか？ 

③ どのような児童を育てれ

ばよいのか？ 

④ 取り扱う内容はどのよう

なものか？ 

⑤ 内容の系統性はどのよう

になっているのか？ 

⑥ どの教科で研究を進める

のか？ 

⑦ 実践を進める上でのポイ

ントは何か？ 

⑧ 使用する教材、利用する

施設はあるか？ 

⑨ 先進校の実践例はあるの

か？ 

みんなで使おう！ いわてエネルギー環境教育ネットワークの教材 

（矢巾東小学校学校研究紀要、開第２回 INEEE エネルギー学習研修会資料より抜粋）

＊：「エネルギー教育実践校」とは、エネルギー環境教育情報センターの支援の下でエネ

ルギー教育を学校全体の学習活動の中に位置付け、 家庭や地域社会等との連携のも

とに多様な実践に意欲的に取り組んでく小中高校のことです。 
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２．エネルギー環境学習プログラムの作成 
矢巾東小学校ではエネルギー環境学習を「エネルギー＋環境」学習では

なく、「エネルギー」という視点から見た環境学習と捉えました。そして「持

続可能な社会の構築」といった観点から、エネルギー環境問題について、

自ら考え、判断し、行動できる人間の育成を目的としました。各学年で何

を学ぶかは、スウェーデンの環境教育を参考にしました。 
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３．教える教科と内容 
授業との関連では、低学年は生活科の中で、中・高学年では総合的な学

習の時間を中心に、家庭、理科、社会などの教科の中で、発展的にエネル

ギー環境の内容を盛り込みました。学習では、体験的な活動を多く取り入

れ、課題に主体的に取り組む学習活動の場となるように工夫しました。 
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４．エネルギー環境学習実践例 

授業では、体験

的な活動を多く

取り入れ、課題

に主体的に取り

組む学習活動の

場となるように

工夫しています。 

教材は、自前で

そろえられない

ものは、エネル

ギー関連機関や、

各種教育機関で

借りたりしてい

ます。 

 
（環境学習交流センターだより

「てとて」 ３号 より抜粋） 
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５．学校の施設利用・委員会活動を通して 
矢巾東小学校には太陽電池や風力発電の施設があります。これらも、児童

の日頃のエネルギーへの関心を高めます。また、環境委員会などの児童の活

動を通しても、意識を高めています。 
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６．連携を利用した効果的な学習 
エネルギー環境学習の実施には、体験型教材や出前授業、施設見学など

が効果的になります。矢巾東小学校では、東北電力や岩手大学など、いろ

んな機関と連携して、学習を行いました。家庭との連携も、エネルギー環

境学習ではたいへん重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．連絡先・アクセス 
 

 

 矢巾町立矢巾東小学校 

〒028－3602 

岩手県紫波郡矢巾町 

大字藤沢 2－11 

℡ 019-698-1588 

Fax 019-698-1593 

 
http://www.town.yahaba.iwate.jp/
25school_04/index.htm 

 

（地図： http://www.town.yahaba.iwate.jp/index04.html より引用） 

矢巾東小学校 


